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要　旨

三菱電機は，NC工作機械の駆動部で多種多様な機械構

成（軸数）に対応するため，コンバータ／インバータ分離型

の製品を提供している。しかし，台湾・インドなどのアジ

アにおけるNC工作機械は，主軸＋サーボ３軸（又は２軸）

といった構成が主流であり，これらの構成に特化した駆動

ユニットとして，主軸＋３軸サーボ一体型多軸駆動ユニッ

ト“MDS－DMシリーズ”を開発し製品化した。

MDS－DMシリーズの特長を次に示す。

� サーボアンプ，主軸アンプ，パワーサプライを一体化

したオールインワンユニット。従来機種と比較し制御盤

の小型化・省配線化・コストパフォーマンス向上を実現

� 主軸容量最大15kW，サーボ容量3.5kWまでをライン

アップし，アジア地域における最適容量帯に対応（アジ

ア地域は主軸7.5～15kW，サーボ1.5～3.5kWに容量構成

が集中しているため）

� このユニットでは電源回生制御アルゴリズムを強化し，

電源事情が悪い状況でも，より高い耐電源環境性能を保

持
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MDS－DMシリーズは，サーボ・主軸・パワーサプライといった3種類の製品を一体化したオールインワンユニットで，アジア地域向けとし
て最適容量帯に特化したユニットである。
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